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〜
令
和
５
年
第
2
回
定
例
会
〜

　
令
和
5
年
第
2
回
定
例
会
を
7
月
27
日
（
木
）
に
和
束
町
議
会
議

場
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
総
務
厚
生
･
文
教
各
常
任
委
員
長
か
ら
委
員
会
報
告
が

あ
り
、
そ
の
後
の
一
般
質
問
で
は
3
人
の
議
員
が
質
問
を
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い
て
、

続
い
て
、
相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

条
例
制
定
の
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

一 般 質 問

相
楽
東
部
広
域
連
合

議
会
だ
よ
り�

Vol
❷

 

Q　
町
村
の
学
校
施
設

（
体
育
館
）
は
被
災
者

の
避
難
場
所
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、
避
難
所
開
設
の
決

定
、
開
所
の
責
任
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。

A
岡
田
教
育
長

　
学
校
は
、
児
童
生
徒
の
教
育

活
動
に
日
常
的
に
使
用
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
点
に
お
い
て
学

校
及
び
教
育
委
員
会
の
管
理
管

轄
に
な
る
。

　
た
だ
、
防
災
拠
点
と
し
て
の

使
用
に
当
た
っ
て
は
、
町
村
の

範
疇
に
な
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

災
害
時
に
お
け
る
開
設
の
決
定
、

開
所
の
責
任
は
町
村
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

日
常
使
用
し
て
い
る
学
校
・
教

議　案
令和５年度一般会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ750万１千円を追加し、歳入歳出それぞれ８億3,258万円とする補正 可決　挙手全員

育
委
員
会
に
お
い
て
開
設
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
連

携
・
協
力
し
て
い
き
た
い
。

 

Q　
広
報
紙
に
つ
い
て
、

文
字
の
色
や
字
体
、
地

色
な
ど
、
色
覚
障
害
者
、
高
齢

者
に
配
慮
の
あ
る
紙
面
作
り
を
。

A
平
沼
職
務
代
理
者

　
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
字
体
、

地
色
な
ど
極
力
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
色
覚
障
害
者
や

高
齢
者
の
方
に
配
慮
し
た
紙
面

づ
く
り
に
向
け
て
、
引
き
続
き

努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
ど
も
基
本
法
を

ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
い
た
施
策
は
当
然
で
あ
り
、

教
育
委
員
会
と
し
て
も
本
法
律
を
踏
ま
え
一
層
の

取
組
を
進
め
た
い
。

岡
田
教
育
長

鈴
木 

か
ほ
る 

議
員
南
山
城
村
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Q　
指
針
の
内
容
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
指
針
は
、
現
時
点
で
の
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
の
適
否
を
判
断
す

る
際
の
参
考
資
料
と
し
て
暫
定

的
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
、
一
律
に
使
用
禁
止
、
あ
る

い
は
使
用
を
義
務
付
け
る
も
の

で
は
な
い
。

　
ま
た
、
現
段
階
で
は
「
透
明

性
や
信
頼
性
に
関
す
る
疑
念
」

が
あ
り
、
限
定
的
な
利
用
か
ら

始
め
る
こ
と
が
適
切
と
さ
れ
て

い
る
。

 

Q　
ご
み
処
理
の
課
題
を
ど

う
整
理
さ
れ
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

A
平
沼
職
務
代
理
者

　
令
和
2
年
に
策
定
し
た
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
で
は
、
構
成

町
村
全
体
の
ご
み
一
人
一
日
あ
た

り
の
平
均
排
出
量
を
、
令
和
16
年

度
に
、
元
年
度
比
で
5
％
削
減
す

る
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
4
年

度
の
実
績
は
、
元
年
度
に
比
べ
て

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
況
に
あ
り
、
ご

み
の
減
量
化
が
課
題
の
1
つ
と
考

え
て
い
る
。

　

ご
み
の
減
量
化
に
向
け
た
周

知
・
徹
底
を
図
る
た
め
、
広
報
紙

を
中
心
に
啓
発
を
行
っ
て
お
り
、

構
成
町
村
に
お
い
て
も
、
家
庭
用

の
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
な
ど
の
設

置
に
対
す
る
補
助
な
ど
ご
み
の
減

量
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

Q　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
擁

壁
安
全
対
策
工
事
後
の
亀

裂
等
の
発
生
に
つ
い
て
、
原
因
の

把
握
は
。

A
平
沼
職
務
代
理
者

　
変
状
の
原
因
と
し
て
、
専
門
家

か
ら
は
、
一
つ
目
と
し
て
、
そ
も

そ
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
軟
弱

な
地
盤
の
上
に
建
設
さ
れ
た
こ
と
、

二
つ
目
に
、
工
事
に
実
施
に
当
た

り
、
建
屋
や
粗
大
ご
み
置
き
場
の

存
置
、
ま
た
杭
基
礎
の
保
全
な
ど

を
要
件
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
安

全
対
策
は
ま
だ
そ
の
途
上
に
あ
る

こ
と
、
最
後
に
、
大
き
な
降
雨
に

よ
る
影
響
、
と
の
見
解
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

 
Q　
モ
ン
ス
タ
ー
ペ
ア
レ

ン
ト
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
は
作
成
済
み
か
。
ま
た
そ
の

内
容
は
。

A
岡
田
教
育
長

　
保
護
者
対
応
の
み
に
特
化
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
が
、
災

害
、
不
審
者
、
い
じ
め
等
に
対

応
す
る
「
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
は
既
に
各
校
で
整
備
さ
れ

て
い
る
。

　
保
護
者
対
応
に
不
測
の
事
態

が
生
じ
た
場
合
は
、
状
況
を
し

っ
か
り
把
握
し
、
保
護
者
の
意

見
に
十
分
に
耳
を
傾
け
、
そ
の

真
意
を
理
解
し
た
上
で
保
護
者

に
説
明
す
る
よ
う
指
示
し
て
い

る
。

ご
み
出
し
困
難
者
へ
の
支
援
は
。

生
成
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
、

管
内
小
中
学
校
に
ど
の
よ
う
な

通
達
を
行
っ
た
の
か
。

村
山 

一
彦 

議
員
和
束
町

自
助
・
共
助
を
基
本
と
し
、
民
生
委
員
の
ほ
か
社
会
福

祉
協
議
会
が
実
施
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。

平
沼
職
務
代
理
者
・
中
副
連
合
長
・
奥
田
参
与

文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
指
針
を
踏
ま
え
、
長
期

休
業
中
に
お
け
る
取
扱
い
の
留
意
事
項
を
生
徒
・

保
護
者
等
に
連
絡
す
る
よ
う
通
達
し
た
。

岡
田
教
育
長

向
出 

健 

議
員
笠
置
町

発　議
相楽東部広域連合議会の個人情報の保護に関する条例制定の件 可決　挙手全員
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まち・むら
topics

笠
置
防
犯
パ
レ
ー
ド

　
7
月
21
日（
金
）、
町
内
で
木
津
警
察
署
が
主

催
と
な
っ
て
笠
置
防
犯
パ
レ
ー
ド
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。
こ
の
パ
レ
ー
ド
は
、
笠
置
町
内
で
の

水
難
事
故
防
止
、
交
通
安
全
運
動
の
普
及
や
特

殊
詐
欺
被
害
防
止
を
目
的
と
し
た
街
頭
啓
発
活

動
で
す
。
当
日
は
、
主
催
の
木
津
警
察
署
を
は

じ
め
様
々
な
機
関
の
人
た
ち
が
参
加
さ
れ
、
笠

置
キ
ャ
ン
プ
場
内
で
は
小
学
校
の
児
童
た
ち
が

作
成
し
た
横
断
幕
を
町
長
等
に
贈
呈
す
る
式
典

も
開
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
笠
置
い
こ
い
の
館
で
は
、
警
察
音
楽

隊
に
よ
る
演
奏
や
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
に
よ
る
演

技
も
披
露
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

和
束
茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た

　
8
月
19
日（
土
）
～
21
日（
月
）
の
3
日
間
、

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京
都
で
和
束
茶
の

振
る
舞
い
・
販
売
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
当

日
は
、
多
く
の
お
客
さ
ま
が
和
束
茶
を
味
わ

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
和
束
町
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
茶
茶
ち
ゃ
ん
」

も
登
場
し
、
お
子
様
や
外
国
人
か
ら
も
人
気

で
み
な
さ
ん
写
真
を
撮
っ
た
り
握
手
を
し
た

り
と
多
く
の
人
で
賑
い
ま
し
た
。

　
和
束
町
の
観
光
P
R
も
お
こ
な
い
、
多
く

の
人
に
和
束
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

和束町

京
都
府
茶
品
評
会・関
西
茶
品
評
会
で
産
地
賞
W
受
賞

　
第
41
回
京
都
府
茶
品
評
会
の
審
査
会
が
、
7
月
4
・
5

日
の
2
日
間
、
第
75
回
関
西
茶
品
評
会
の
審
査
会
が
8
月

2
～
4
日
の
3
日
間
、い
ず
れ
も
宇
治
茶
会
館（
宇
治
市
）

に
お
い
て
開
か
れ
、「
お
茶
の
形
や
色
、
水
色
、
香
、
味
」

の
各
項
目
に
つ
い
て
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
煎
茶
の
部
に
お
い
て
、
南
山
城
村
の
中
窪
耕
司

さ
ん
（
田
山
）
が
見
事
、
両
品
評
会
に
お
い
て
1
等
1
席

の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た（
農
林
水
産
大
臣
賞
申
請
予
定
）。

2
つ
の
品
評
会
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
W
受
賞
す
る
の
は

13
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
す
。

　
中
窪
さ
ん
以
外
に
も
、
１
～
3
等
に
南
山
城
村
の
お
茶

が
多
数
入
賞
し
、
京
都
府
茶
品
評
会
に
お
い
て
は
3
年
連

続
30
回
目
、
関
西
茶
品
評
会
で
は
4
年
振
り
9
回
目
の
産

地
賞
の
受
賞
が
確
実
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
品
評
会
に
出
品
い
た
だ
き
ま

し
た
生
産
者
さ
ん
の
ご
努
力
と
、
手
摘
み
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
摘
み
子
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

新たに設置した被覆棚の下、約100名で手摘み（田山）

南山城村

笠置町

和束町
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ち
か
ん・盗
撮
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

～
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と
は
、ゼ
ロ
じ
ゃ
な
い
～

　
通
勤
・
通
学
時
間
帯
を
中
心
に
、
混
雑
す
る
電
車
内
や
駅

構
内
で
痴
漢
や
盗
撮
と
い
っ
た
犯
罪
が
増
え
て
く
る
時
期
で

す
。

　
あ
な
た
の
周
り
に
も
痴
漢
や
盗
撮
の
被
害
に
悩
ん
で
い
る

人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◆
被
害
者
の
た
め
に
あ
な
た
が
で
き
る
こ
と

　
○
被
害
者
に
優
し
く
声
を
掛
け
る

　
　

 　
「
大
丈
夫
で
す
か
。」、「
ど
う
さ
れ
ま
し
た
か
。」
な

ど
、あ
な
た
の
一
言
で
被
害
者
は
、と
て
も
救
わ
れ
ま
す
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
周
囲
の
人
や
駅
員
に
協
力
を
求
め
る

　
　

 　
１
人
で
犯
人
を
捕
ま
え
た
り
し
よ
う
と
せ
ず
に
、
周

り
の
み
ん
な
で
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
被
害
者
の
代
わ
り
に
１
１
０
番
通
報
を
す
る

　
　

 　
痴
漢
の
被
害
者
は
、
怖
く
て
犯
人
の
特
徴
や
顔
等
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

 　
あ
な
た
が
代
わ
っ
て
犯
人
の
特
徴
や
逃
走
方
向
を
通

報
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

　
○�

警
察
に
情
報
提
供
を
す
る
（
時
間
が
経
っ
て
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
）

　
　

 　
断
片
情
報
で
も
構
い
ま
せ
ん
、
目
撃
か
ら
時
間
が
経

過
し
て
い
て
も
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

京
都
府
警
察
鉄
道
警
察
隊　
レ
デ
ィ
ー
ス
相
談

　
　
☎
0
7
5
・
6
8
2
・
0
9
1
3

　
京
都
府
木
津
警
察
署

　
　
☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

安心安全
ほっ

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　
☎
０
７
７
４・
72
・
９
９
５
５（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す
。

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

日
月
～
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

所 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15 
相
楽
会
館
１
階 

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣

　
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

令
和
５
年
度
消
費
生
活
講
座
開
催

自
分
が
で
き
る
S
D
G
s
っ
て
何
だ
ろ
う
？

新たに設置した被覆棚の下、約100名で手摘み（田山）

参
加
資
格　

木
津
川
市
お
よ
び
相
楽
郡
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

参 

加 

費　

無
料

主　
　

催　

相
楽
広
域
行
政
組
合
（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

申
込
方
法　

�

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
「
消
費
生
活
講
座
参
加
希
望
」
の

旨
と
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加
予
定
日
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

９
月
８
日（
金
）～
10
月
19
日（
木
）申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
締
切　

各
回
の
1
週
間
前
ま
で

申
込
み
先
　
相
楽
広
域
行
政
組
合
（
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
4
2
1　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
0
4
7
0

詳しくは
こちらから

回

日
　
時

テ
ー
マ
・
講
師

会
場（
定
員
）

１
9
月
22
日
（
金
）

午
後 

１
時
30
分
～

　
　
３
時
30
分　

テ
ー
マ「 

自
分
が
で
き
る
S
D
G
s
の
取
組
と
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」

講 

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
渡
邊 

孝
子

テ
ー
マ「
特
殊
詐
欺
の
現
状
と
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

講 

京
都
府
木
津
警
察
署
警
部
補　
樋
口 

弘
樹 

氏

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

（
50
人
）

２
９
月
28
日
（
木
）

午
後 

１
時
30
分
～

３
時
30
分　

テ
ー
マ「 

納
得
工
房
で
住
ま
い
の
中
の
S
D
G
s
の
体
験
を
し
よ
う
！
」

　
積
水
ハ
ウ
ス
納
得
工
房
見
学
（
90
分
コ
ー
ス
）

納
得
工
房

（
30
名
）

現
地
集
合

３
10
月
19
日
（
木
）

午
後 

１
時
30
分
～

　
　
３
時　

テ
ー
マ「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
罠
」

講 

一
般
社
団
法
人
E
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事　
原
田 

由
里 

氏

　

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

（
50
人
）

４
10
月
26
日
（
木
）

午
後 

１
時
30
分
～

３
時
30
分　

テ
ー
マ「
お
茶
の
生
産
者
か
ら
の
声
」

講 

増
田 

燿
平 

氏
（
ま
っ
さ
ん
フ
ァ
ー
ム
代
表
）

テ
ー
マ「
茶
香
服
体
験
」

講 

中
山 

美
雪 

氏
（
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
リ
ー
ダ
ー
）

相
楽
会
館

大
ホ
ー
ル

（
40
人
）

N
H
K
の
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
等
に
出
演
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和束町史編さんだより
 第15回 幻の鉄道

　和束町は、一度も鉄道が通ったことがない町ですが、戦前に鉄道が通る計画はありました。役場に残
されていた資料から、その経過が分かりますので、それを紹介したいと思います。
　1923年（大正12年）第46回帝国議会で京都府加茂駅から滋賀県貴生川駅までの鉄道工事を1924年
（大正13年）度から始めることが決まりました。和束は、その鉄道のルートにあたっていたようです。
しかし、1923年（大正12年）９月１日の関東大震災、たび重なる内閣の交代、財政整理などで一向に
計画は進みませんでした。そのため、1927年（昭和２年）に西和束・中和束・東和束・湯船村長が連
名で時の田中義一政友会内閣に計画を進めてほしいという請願書を出しています。田中義一内閣は交通
機関の整備を標榜していたこともあり、1929年（昭和４年）には工事準備のための測量が加茂から東
和束村まで行われたようです。
　ところが、財界不況などのため、計画はその後も進まず、1933
年（昭和８年）の資料には延期のやむなきに至ったと書かれていま
す。これは実質的に計画の中止であったと言ってよいでしょう。
　その代わりとして持ち上がった計画が、（鉄道）省営バス近城線
でした。京都府加茂駅から滋賀県信楽駅までバスを走らせるという
計画で、1933年、西和束・中和束・東和束・湯船・瓶原村・加茂
町長が連名で京都府知事に対して、計画を早く進めてほしいという
請願書を出しています。
　こちらの方は計画が進んでいき、1940年（昭和15年）に省営バ
ス近城線が開通します。2023年（令和５年）現在、和束町内を走
るバスの運営主体や距離・終点は変わっていますが、路線としては
省営バス近城線が基本として引き継がれています。
問相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課　和束町史編さん室
　　☎ 0774・74・8952
　　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

教
育

Ed u catio n

 ゆるふる部活動「マウンテンバイク体験」
　７月30日（日）和束町湯船MTBLANDで、ゆるふる部「マウンテンバイク体験（レ
ッツ・ライド・マウンテンバイクス）」が開かれ、管内３小中学校から 11名の児童
生徒が本格的なマウンテンバイクを体験しました。
　この事業は、相楽東部広域連合教育委員会が今年度から進める部活動の地域移行に
関連した取組としておこなわれ、「３町村の魅力を活かした総合型部活動（ゆるくふる
里のよさを楽しむ「ゆるふる」部）」の第一弾としておこなったものです。秋以降には
「抹茶アート体験」や「ボルダリング体験」を予定していますので、子どもたちが、豊
かな体験をできるよい機会です。一度参加してみてはいかがでしょうか。

 「加茂・貴生川間鉄道請願関係書類」
旧東和束村役場の資料が和束町役場に保管され
ていました。
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 新任および退任されるALTの挨拶

　Hello, my name is Ivan Carvajal. 
I am from Chicago. This is my 
first time I will be living abroad. 
I like to play video games, go on 
walks, and watch TV. My favorite 
video game is Minecraft. I am 
looking forward to live here and 
experience a new culture. Nice 
to meet you.

　はじめまして、私の名前はアイバ
ン・カーバハルです。シカゴ出身です。
海外に住むことは初めてです。私の好
きなことはゲームをすること、散歩を
すること、テレビを見ることです。一
番好きなゲームはマインクラフトです。
ここで働き、新しい文化を経験するこ
とを楽しみにしています。よろしくお
願いします。

I
アイバン
van C

カーバハル
arvajal新任

体育大会・運動会のご案内
■９月９日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　和束中学校・笠置中学校
■10月14日（土）午前９時～（雨天翌日順延）
　笠置小学校・和束小学校・南山城小学校

みんなで応援にきてね☆

　After more than four years, I am leaving 
my position as an ALT for the Soraku-Tobu 
District. I express my heartfelt gratitude to 
everyone who participated in my classes, 
the teachers, the parents, and the members 
of this community who always treated me 
with warmth. The time I spent here was very 
meaningful. I'll come visit this region again, so 
I'd be happy if you could say hello when I do. 
Thank you all very much.Ivan, off to you!

　四年間以上の月日を経て、相楽東部広域連合のALT
を引退します。授業に参加してくださった方、先生方、
保護者の方、そしていつも暖かく接してくれた地域の
方に心より感謝申し上げます。ここで過ごした時間は
とても有意義なものでした。またこの地域に遊びに来
ますので、その時は声をかけてくれれば嬉しいです。
本当にありがとうございました。アイバン、よろしく
頼みました！

C
クラーク
lark B

ボードリー
oudrie退任
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保健・福祉保健・福祉

10月の診療科目は次のとおりです。
（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目
10月  1日（日） 内科・小児科
    　  8日（日） 内科・小児科
    　  9日（月・祝） 内科・小児科
    　15日（日） 内科・小児科
    　22日（日） 内科・小児科
    　29日（日） 内科
※ ９月分については広報れんけい８月号を

ご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によって診察できない場合は京都山城総
合医療センターを紹介する場合があります。
問相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　　☎0774・73・9988直

当日電話予約制です

相
楽
医
師
会

相
楽
医
師
会

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

シリーズ
　
昔
か
ら
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
消
化
管

に
不
調
を
き
た
す
事
は
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
刺
激
に
よ
り

体
内
に
生
ず
る
反
応
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

緊
張
感
に
よ
り
物
事
が
順
調
に
運
ぶ
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
原
因
で
体

調
不
良
に
な
る
こ
と
も
多
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
消
化
器
症
状
が
あ
り
、
内
視
鏡
検
査

で
も
異
常
が
な
く
、
そ
の
症
状
を
説
明

で
き
る
器
質
的
疾
患
を
診
断
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
病
態
を
機
能
性
消
化
管
障

害
と
い
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
大
腸
、
小

腸
由
来
の
消
化
器
症
状（
下
痢
や
便
秘
、

腹
痛
な
ど
）
を
呈
す
る
も
の
を
過
敏
性

腸
症
候
群
と
し
、
胃
、
十
二
指
腸
由
来

の
症
状
（
胃
痛
や
胃
も
た
れ
な
ど
）
を

呈
す
る
も
の
を
機
能
性
デ
イ
ス
ペ
プ
シ

ア
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
過
敏
性
腸
症
候

群
は
、
人
口
の
約
15
％
に
み
ら
れ
る
頻

度
が
高
い
疾
患
で
、
便
の
性
状
に
よ
り

便
秘
型
、
下
痢
型
や
両
者
の
交
替
型
な

ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
機
能
性
デ
イ
ス

ペ
プ
シ
ア
は
、
こ
れ
ま
で
慢
性
胃
炎
と

い
う
病
名
で
治
療
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

近
年
不
快
な
症
状
が
あ
る
も
の
の
検
査

上
異
常
が
な
い
場
合
に
診
断
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
食
物
は
食
道
を
通

り
胃
で
消
化
、
腸
で
栄
養
素
が
吸
収
さ

れ
、
残
り
が
排
泄
さ
れ
ま
す
。
消
化
管

が
う
ま
く
働
い
て
い
る
の
は
、
消
化
管

の
神
経
系
と
そ
れ
を
調
節
す
る
自
律
神

経
の
連
携
が
保
た
れ
て
い
る
か
ら
で
、

偏
食
や
生
活
習
慣
の
乱
れ
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
で
こ
の
連
携
が
崩
れ
る
と
胃
腸
に

異
常
が
な
い
の
に
本
来
の
よ
う
に
機
能

せ
ず
、
種
々
の
不
快
な
症
状
が
出
現
す

る
と
考
え
れ
て
い
ま
す
。
治
療
の
目
標

は
、
生
活
の
質
が
低
下
し
な
い
よ
う
に

症
状
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
す
。
胃
腸
の

働
き
を
改
善
す
る
た
め
に
規
則
正
し
い

生
活
が
必
要
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
事
を
心
掛
け
、
刺
激
物
・
脂
っ

こ
い
も
の
や
酒
・
タ
バ
コ
を
控
え
、
十

分
な
睡
眠
と
定
期
的
な
運
動
が
重
要
で

す
。
ま
た
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
込
ま
な
い

こ
と
と
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を
作

る
こ
と
も
大
切
で
す
。
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
も
症
状
の
改
善
が
な
い
場
合
に

は
、
薬
物
治
療
も
有
効
で
す
が
、
ま
ず

我
慢
し
な
い
で
、
か
か
り
つ
け
医
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

松
尾
ク
リ
ニ
ッ
ク

松
尾
尚
樹

機
能
性
消
化
管
障
害
に
つ
い
て

そ
の
�

令和５年度子宮頸がん個別検診のお知らせ（南山城村）
　８月の集団検診を受診出来なかった方々に、村外の医療機関で受診ができるよう 10月２日から令和６年１月
31日までの間で個別検診をおこないます。この機会を活用してぜひ受診ください。
◆医療機関案内◆
山城南保健所管内

医療機関名 所　在　地 電　話
京都山城総合医療センター 木津川市木津駅前１丁目27番地 0774・72・0235
いわたレディースクリニック 木津川市相楽台１-１-１イオン高の原ショッピングセンター３F 0774・39・3999
華クリニック 木津川市兜台4丁目３-９ 0774・72・2747
下里医院 精華町山田下川原22-２ 0774・72・1212
伊賀市内
森川病院 伊賀市上野忍町2516-7 0595・21・2425

（中産婦人科）緑ヶ丘クリニック 伊賀市緑ヶ丘本町761 0595・21・5678

費子宮頸がん　1,000円
申 ９月29日（金）までに南山城村保健福祉センターに電話でお申し込みください。なお、申込時に希望される医

療機関をご指定ください。(☎0743・93・0294)　後日、保健福祉センターから受診票を送付します。
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米寿のお祝い（３町村）
　相楽東部３町村では今年も多くの方が米寿をお迎えになりました。これからもますますお元気でお過ごしいた
だくことを祈念いたします。

笠置町
牧　　井　　俊　　一

片　　岸　　通　　子

吹　　原　　幸　　子

廣　　本　　ト シ 子

浦　　田　　幸　　子

小　　林　　慶　　範

寺　　坂　　至　　二

谷　　川　　玉　　代

森　　岡　　榮 美 子

中　　田　　千 江 子

濱　　路　　正　　實

安　　藤　　知　　子

川　　北　　隆 一 郎

田　　中　　ミ ネ 子

玉　　中　　八 重 子

小　　澤　　芳　　子

小　　谷　　繁　　治

中　　西　　正　　範

和束町
吉　　田　　い と ゑ

森　　河　　絹　　代

山　　根　　八 重 子

西　　田　　玉　　子

前　　田　　眞　　規

幕　　谷　　佳　　子

藤　　田　　ふ じ 江

仲　　川　　　　　勲

岡　　田　　彌 寿 子

藤　　田　　吉　　雄

森　　川　　八 重 子

奥　　　　　幸　　子

村　　城　　利　　雄

藤　　岡　　八　　郎

中　　村　　　　　修

西　　山　　キ ヨ ノ

堀　　　　　陽　　子

北　　　　　光　　男

細　　井　　邦　　江

大　　谷　　　　　肇

杉　　本　　悦　　子

姫　　野　　千 代 子

吉　　田　　良　　江

奥　　　　　文　　江

清　　水　　八 重 子

上　　嶋　　郁　　郎

竹　　内　　弘　　二

田　　端　　み さ 子

姫　　野　　侑　　弘

仲　　本　　節　　雄

竹　　谷　　清　　子

但　　馬　　善　　子

畑　　　　　康　　雄

竹　　谷　　元　　也

坊　　　　　き み 子

池　　田　　哲　　朗

南山城村
井　　 　　百　　世

畷　　　　　節　　子

西　　上　　惠 都 子

頭　　鬼　　和　　代

松　　下　　進　　子

西　　仲　　優　　之

小　　西　　郁　　夫

畷　　　　　美 代 子

中　　尾　　靜　　代

長 谷 川　　　　　毅

森　　西　　貴 美 子

有　　野　　美 津 子

森　　西　　　　　順

森　　道　　の ぶ 子

久　　保　　睦　　子

今　　西　　美 智 子

丸　　山　　善　　久

今　　井　　久　　子

村　　田　　壽　　志

奧　　口　　一　　子

川　　上　　ヒサ 子

仲　　尾　　濱　　子

森　　川　　愛　　子

甲　　田　　初　　枝

中　　村　　博　　子

萩　　𠩤　　光　　子

上　　田　　榮　　子

井　　藤　　　　　清

久　　貝　　泰　　三

廣　　本　　涼　　子

永　　松　　暎　　二

平　　林　　和　　哉

藏　　田　　芙 美 江

（敬称略）
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